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14議員が市政を問う一 般 質 問

今　泉　信　明
（立憲農民クラブ）

問　（仮称）惣辺奥瀬風力発電事業の環境影響
評価について、カモシカ等の天然記念物の保護
のために市はどのような意見を提出しているか。
答　本事業計画においては、これまで環境影響
評価手続上の配慮書及び方法書の縦覧が行われ
ており、配慮書に対しては、現在生息している
動植物などの生態系への配慮等を、方法書につ
いては、カモシカ等の特別天然記念物及び天然
記念物の保護等を意見として提出しています。
問　８月の豪雨災害により惣辺牧野の地下にあ
る大惣辺トンネルが土砂で埋もれていることが
確認されたが、事業予定地に風車が建設される
ことで、これまでより少ない雨量で土砂災害が
発生することが懸念されるため、市から意見を
述べる考えはないか。
答　環境影響評価法における環境保全の中には、
動植物の保護のほか、土砂崩れ等の災害防止の
観点も含まれていると認識しており、考え得る
様々な観点から、意見を提出していきます。
問　事業の見直しを求めるという市の答弁には、
事業の「中止」も含まれているか。
答　事業の中止も含まれています。

問　住宅街でも野生鳥獣を見かけるようになっ
たが、今後どのような対策に取り組むのか。
答　捕獲だけでは被害を減らすことは難しいた
め、令和７年度より野生鳥獣の侵入を防ぐ電気
柵の導入費用の一部を補助する事業を新規創設
しています。また、人の生活圏に熊やイノシシ
等が出没した際に、一定の条件下で市が委託等
をした者による銃猟を可能とする「緊急銃猟制
度」の運用体制の整備など、緊急時に迅速な対
応が可能となる体制づくりを関係機関と連携し
て進め、状況に応じた対策を講じていきます。

問　中央病院の経営が改善されず、毎年３億円
の追加繰り出しが続いた場合の財政見通しは。
答　現時点のデータに基づく機械的な試算では、
財政調整・減債・公共施設整備・地域振興・ま
ちづくり等の主な基金は令和17年度頃に底をつ
く見込みとなりますが、今後の景気や物価の状
況により変動するため、一つの目安としています。
問　今後の具体的な歳入確保の取組は。
答　国や県の補助金や有利な起債の活用に加え、
ふるさと納税の返礼品充実、市と寄附者をつな
ぐ中間事業者の活用、積極的な情報発信等によ
り、増額を目指します。
問　歳出削減に向け、既存事業の見直しに取り
組む方針とのことだが、人口と税収が減少する
中、どのような基準で事業を取捨選択し、優先
順位を定めているか。
答　毎年の予算編成で財政状況や、事業の必要
性・費用対効果を勘案し、相対的に事業の優先
順位を設けた上で予算措置を行います。その中
で義務的経費の事業や国・県から補助金が交付
される事業を優先して予算措置を行います。
問　市民に財政状況や課題を共有するため、市
長が動画でわかりやすく説明してはどうか。
答　市民にとってわかりやすい配信方法を検討
します。

問　十和田湖・奥入瀬渓流世界遺産登録推進会
議からの要望書の受け止め方と進め方は。
答　推進会議の活動に敬意を表すとともに、後
世に引き継ぎたいという思いは同じです。世界
文化遺産登録には、普遍的な価値の立証と機運
醸成が必須であることから、市史編さん事業で
文化的価値の調査を進め、成果は随時公表し、
情報発信に努めていきたいと考えています。
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問　市内の全児童数が減少する中、特別支援学
級の児童数は年々増加しているがその要因は。

答　特別支援教育に関する理解が深まり、かつ
ては見過ごされてきた発達障がいを含む多様な
教育的ニーズを抱える児童生徒が認知されるよ
うになったことや、社会的認識が高まり、より
適切な支援や合理的配慮を求める保護者の選択
肢が広がったことが要因に挙げられます。
問　特別支援学級に配置されている教員は専門
的な知見を有しているか。
答　特別支援学級担任は特別支援学校教諭免許
状を有すること等の法令上の規定はなく、多く
の教員が免許状を有していないことから、指導
の充実を図るため、研修会への参加や、特別支
援教育専門指導員の巡回指導等による専門性向
上に努めています。
問　インクルーシブ教育は、障がいの有無にか
かわらず、全ての子供が共に学ぶ仕組みである
が、市の取組状況は。
答　障がいのある児童生徒と障がいのない児童
生徒が同じ場で共に学ぶことを追求し、障がい
のある児童生徒の教育的ニーズに応じた個別の
教育支援計画や指導計画を作成し、合理的配慮
が適切に提供されるよう努めています。
　さらに、障がいの有無に関わらず、児童生徒
が共に活動することで、豊かな社会性や人間性
を育み、互いに尊重し合う大切さを学ぶことを
目的とした「交流及び共同学習」を計画的に実
施し、学校における共生社会の推進に努めてい
ます。

問　洞内地区では、小学校が廃校となるなど、
子供の遊び場がない状況となっているが、おら
んどーむの芝生広場に遊具を整備する考えは。
答　敷地内には開設当初、滑り台等の遊具を設
置していましたが、専門業者による点検で劣化
が見られたため、現在は使用禁止となっていま
す。遊具の整備については、地域の子供の数の
推移や必要性などを見定め、検討していきます。

問　廃棄物処理コストの増加やごみ袋の原材料
の高騰、自治体の財政状況改善等の理由により、
ごみ袋の値上げを実施している自治体が多いが、
市から値上げを提言する考えはあるか。
答　現在の指定ごみ袋は、袋のみの価格であり、
ごみ処理費用を上乗せした「ごみの有料化」は
実施していませんが、焼却施設の老朽化に伴う
修繕費の増加や電気料金の高騰などによりごみ
処理経費が増加しているほか、焼却施設の更新
も検討されており、さらなる財政負担の増加が
見込まれることから、今後、ごみの有料化につ
いて、広域事務組合、構成町村と検討していき
ます。

問　市立中央病院の経営改善のためメンタルヘ
ルス科の入院病床を廃止する考えはないか。
答　当該科の外来患者数は全診療科で最も多く
なっており、地域住民の高い需要に対応するに
は入院できることが必須です。加えて、総合病
院において身体疾患と精神疾患を有する方の合
併症の治療を行うには、精神科病棟が必要であ
ることや、総合入院体制加算要件の一つである
こと、県の精神科救急医療システムの一翼とし
て重要な役割を担っていること等の理由から、
現時点で入院病床の廃止は考えていません。
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